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千言２６仙波　日新基金プロジェクト実施報告書

テーマ

一一高の歴史を綴る～「甲府一高新聞」縮刷版の制作～

２　期日

　　平成２６年７月１目～平成２７年５月１５日

３　内容

　　創刊号（１９４８年５月２０日）から２４２号（２０１５年３月１日）までの［甲府一一高新

　聞］をＢ４サイズに縮刷し、１冊の本にする。また、特集として新聞部ＯＢで現在ＮＨＫ解説

　土幹の島田敏男さん（昭和５２年卒）のインタビューを掲載する。

４　企画者

　　新聞部部員

　　　志村散人

　　　志村佳太

　　新関節顧問

　７名

（２年・責任者）、増坪玖実（１年）、神歌茜音

（３年）、嶋田遥（３年）、近藤久美子（３年）

井上正子、石井康敬

（１年）、中山志穂（１年）、

※企画当時の学年

５　企画を計画した趣旨

　　甲府一高新聞部は「甲府一高新聞」を通し、校内を中心とするさまざまな情報や社会問題を

　題材とした部説を、６０年以上にわたり発信してきた。しかし、これまで発行された新聞のう

　ち、時間の経過と共に所在不明になったり、保存されていても破損がひどかったりしている新

　聞が多くある。そこで、一高の長い歴史と伝統を後世に残すために縮刷版の制作に取り組むこ

　とにした。

６　縮刷版制作について

　（１）少國民社との打合せ（４回）

　　　　プロジェクトを行うにあたり、（株）少國

　　　民社様には多大なるご支援とご協力をいただ

　　　いた。

　　　第１回　平成２６年７月２５日

　　　　　　　自己紹介、企画の目的確認、

　　　　　　　スキャナの性能確認と取り込み方に

　　　　　　　ついて

　　　第２回　８月１１日

　　　　　　　新聞の修復作業で使用するAdobe

　　　　　　　Photoshop（パソコンソフト）の使い

　　　　　　　方を学ぶ

　　　第３回　９月２６日

　　　　　　　縮刷版デモ原稿の印刷状態の確認

　　　第４回　平成２７年１月１６日

打合せの様子(8/1い少國民社にて)

紙面構成の確認、表紙と目次について、入稿までの作業計画について

Ｉ



（２）制作の流れ

玉現存する新聞の確認（資料１）

②新聞のデータ化（スキャナを使い、画像ファイ

　ルJpgとして取り込む）

大判サイズの新聞は上下に分けて取り込み、て

　Adobe Photoshop を使い、１つの新聞にする。

　　【図１】

②データの汚れや欠損した文字の修復（Adobe

　Photoshopを使用）【回２】

①余白を合わせた紙面に貼り付け（Word）、その後、

　PDFデータにする

⑤できあがったデータを印刷所にて、印刷、製本
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パソコンを使い、汚れを落とす

【図１】

　大判の新聞は２分割して画像を取り込み、重ね合わせる。最初のスキヤニングで紙面が曲がっ

ていると上手く重ね合わないので、
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　【図２】

　汚れたところはAdobe Photoshopの消しゴムツールを使い、ひとつひとつ消した。また、汚れ

で見えなくなってしまった文字は同じ紙面の同じ文字をコピーして貼り付け､読めるようにした。

　この作業はとても手間と時間がかかる作業で、程度の良い新聞は２時間程度、汚れのひどい新

聞は６～１０時間かかった。

ﾆ贋応
とす前の新聞



（’３）新聞部ＯＢの島田敏男さんの取材

　　　１ト月２０目、ＮＨＫ放送センター（東京都渋

　谷区）にて、特集「我らが精鋭」と題して、Ｎ

　ＨＫ解説主幹の島田敏男さんにインタビューを

　行った｡
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で思い出に残っていること、「―高」では一高の

良さや強行遠足についてヽ「解説委員」では解説　　一高時代について取材する部員

委員という仕事について、伺う。

　普段入ることができない報道の現場であるＮ

ＨＫ放送センターで取材ができたことは、良い

思い出となった。また、島田さんからは、今の

一高新聞についてのアドバイスもいただき、日

々の活動の参考になった。

７　成果

　　今回のプロジェクトで創刊号から２４２号までの、

　現存する２ １３号の新聞の縮刷版を完成することが

できた。縮銅版は、新聞以外に特集として新聞部Ｏ　　パソコンで特集のページを作成

Ｂ・島田敏男さんのインタビューページを含め、Ｂ４サイズ、５４８ページとなった。

　縮刷版の作業は過去の新聞の整理から始まり、その中で当時の学校の様子や先輩方がどのよ

うな考えを持って高校生活を過ごしてきたのかなど、多くのことが新聞から読み取ることがで

きた､一高新聞は単なる新聞ではなく、過去を知るための貴重な資料であることを再認識した。

　また過去の新聞は見出しの付け方、レイアウト、記事の内容など、日々の活動にとってとて

も参考になった。現在部員は４名と少ない人数で毎月発行しているが、これからも絶やすこと

なく発行し続けて行きたいと思う。

　なお、完成した縮銅版は県立高校図書館、県内国公立大学、甲府市内の私立大学、近隣の中

学校（山梨大学附属中学校、甲府北中学校、甲府北西中学校）、地元新聞社等に配付する。

８　感想

　　この度、日新基金による資金提供を頂き、「一高の歴史を綴る～甲府―高新聞縮刷版の制作

　～」と題し、創刊号から２４２号までの縮刷版を制作することができました。縮刷版の制作は、

　技術的にも時間的にも高校生がするとは思えないほど難易度の高いものでした。しかし、少國

　民仕様をはじめ多くの方々の支援を頂きながらも、１年という長い時間をかけ、自分たちの手

　で発行することができたことは、とっても大きな誇りだと感じています。また、発行したこと

　により、―高の偉大な歴史と伝統を後世に伝える貴重な資料として残されていくことを楽しみ

　に思います。１人でも多くの人の目に触れ、次の世代へ、また次の世代へと受け継がれていく

　ことを願います。（志村敢人）

　縮刷版の制作は、企画を立てた時に想像していたものとは大きく異なり、難しいと感じた点

が多かったです。一つーつの行程は細かい作業が多かったです。私が主に行った作業は過去の

新聞をフオトショップというソフトで綺麗にしていくことです。２００号を超える新聞のデー

タを見ていると正直終わりが見えず、不安がずっと消えませんでした。しかし作業をしていく

うちに充実感を味わうことができ、楽しく、そして頑張ろうという気持ちがこみ上げてきまし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３－
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た。限られた時間、限られた人数の中でしたが、素晴らしいものを作り上げることができたと

思います。このような貴重な経験をさせて頂けたことに感謝したいです。（増坪玖実）

　縮刷版の制作はパソコンを使った作業が多く、週１回の情報の授業以外でパソコンを使わな

い私にとって、わからないことぱかりでした。古い新聞の汚れを落とす作業、印刷原稿や目次

のチェックなど、目が疲れる作業が多かったのですが、どれも人生初の体験でとても楽しかっ

たです。また作業をしながら過去の新聞を読んでいると今と昔では見出しや取り上げている内

容が異なり、その時代を反映しているものが多くとても面白かったです。昔のー高新聞は生徒

からのユニークで様々な話題が多く、書き手の目の付け所も個性豊かで興味をそそられるもの

ぱかりでした。今を生きる私たちももっと身のまわりの様々なものに好奇心を働かせ、自分の

意見をもつ必要があると思いました。全員で協力しながら無事完成できて良かったです。（中

山志穂）

　縮刷版を制作するにあたり、過去の一高新聞の整理を行いました。多くの新聞が大判サイズ

で作られ、文字数も多く、今のＡ３サイズの新聞と比べ、とても立派なものでした。今は新聞

作成をパソこ=Ｑｲで行っていますが、以前は割り付けなどを手作業で行っていたことを知り、と
　　　　　｡　｡･IIli･　一一　　　I　　　　　●･　・　｡　　　　・ても驚きました。手作業は多くの時間と労力が必要となり、一つの新聞を作成するのにとても

大変だったにちがいないと思い、改めて先輩方の偉大さを感じました。先輩方の新聞は自分の

考えや意思が新聞に表現されています。今の時代、自分の意思を新聞で主張することは難しい

と思いますがごしっかりした考えを持つことで読者の心は動くということを知りました。

また、縮刷版の特集として、一高新聞部ＯＢである島田敏男さんに取材をしました。島田さん

は私たちが質問したことに対して丁寧に答えてくれました｡記事を書く上での大切なことなど、

多くのことを教えでいただき、活動の参考になりました。このような貴重な体験をすることが

できて、とても感謝しています。（神歌茜音）

９　おわりに

　　縮刷版は日新基金による多額の資金援助、また技術指導をしていただいた(株)少國民社様、

　取材を受けでいただいた島田敏男様、この他多くの方々のご協力により完成したものである。

　　　　　　　●　　　。　　●　この場をお借りして、部員、顧問一同心から感謝申し上げます。

４
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甲府一高新聞発行一覧
１

号 発行日 サイズ 枚数1 枚数2 白黒 カラー 部･新聞状態 同窓会･新聞状態 探す

創刊号 S23.5.20 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
２ S23.6.15 Ｂ４ ２ ○ すみが切れている､字が薄い ○
３ S23.7j5 Ｂ４ ４ ○ すみが切れている･編集可 ○
４ S23.9j5 Ｂ４ ４ ○ すみが切れている･字が薄い 123あり

５ S23,10.15 Ｂ４ ４ ○ すみが切れている ○
６ S23.11.25 Ｂ４ ２ ○ すみが切れている･右端消えている ○
７ S23.12.25 Ｂ４ ２ ○ すみが切れている ○
８ S24.2.10 Ｂ４ ４ ○ すみが切れている ○
９ S24.3.2 Ｂ４ ２ ○ すみが切れている ○

10 S24.5.1 Ｂ４ ２ ○ すみが切れている ○
11 S24.6.1 Ｂ４ ２ ○ 下が切れている ○(1使用)

12 ‘S24.7.10 Ｂ４ ２ ○ すみが切れている ○
13 S24.10.10 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
14 S24.12.1 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

15 S24.12.23 Ｂ４’ ２ ○ ○ ○
:16 づS25.1j23 Ｂ４

’４

○ すみ･乍が切れている ○
T17 S25.3.1 Ｂ４ ２ ○ すみが切れている ○

18 S25.4.14 Ｂ４ ２ ○ 2なし･すみが切れている ○

19 S25.5.29 Ｂ４ ２ ○ × ○
20 S25.6.30 Ｂ４ ２ ○ × ○
21 S25.7.20 Ｂ４ ２ ○ 2なし･すみが切れている ○

22 S25.9.21 Ｂ４ ２ ○ 14なし･すみが切れている 234あり、1なし 探す

23 S25.10.23 Ｂ４ ４ ○ 23なし･すみが切れている ○
24 S25.11.10 Ｂ４ ２ ○ すみが切れている ○(部の方がきれい)

25 S26.1.23 新聞 ２ ○ １が半分なし ○

26 S26､3j6 新聞 ２ ○ × ○
27 S26.5.8 新聞 ２ ○ × ○
28 S26.6.20 新聞 ２ ○ × ○
29 S26.7.20 Ｂ４ ２ ○ × ○

30 S26.10.9 Ｂ４ ２ ○ × ○
31 S27.1,1 Ｂ４ ４ ○ × ○
32 S27.2.1 Ｂ４ ２ ○ × ○
33 S27.3.1 Ｂ４ ４ ○ 纏巣すれば大丈夫 ○
34 S27.5.31 新聞 ２ ○ × かなり薄い

35 S27.7,2 Ｂ４ ２ ○ × ○
36 S27.10.4 新聞 ２ ○ × ○
37 S28.1.1 Ｂ４ ２ ○ × ○
38 S28.2.23 Ｂ４ ４ ○ 3なし ○※修正前がある

39 S28.5.25 Ｂ４ ２ ○ Ｘ ○
40 S28.7.20 Ｂ４ ６ ○ 13あり ○左切れている

41 S28.11.10 新聞 ２ ○ 2あり ○
42 S28.12.21 新聞 ２ ○ × ○
，43 S29.2.17 新聞 ２ ○ ○すみが切れている ○薄い
44 S29.3.9 新聞 ２ ○ × ○
45 × × 探す
46 S29.6.7 新聞 ２ ○ × ○
47 S29ﾌﾞ7.20新聞 ２ ○ 状態はよくない ○
48 S29.10.21 新聞 ２ ○ 穴がある･状態はよくない ○状態OK
49 S29.12.11 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
50 S30.1.31 新聞 ２ ○ × ○復元に若干ずれ

51 S30.5.21 新聞 ２ ○ × ○
52 S30j0.23 新聞 ４ ○ × ○
53 S30.12.6 Ｂ４ ２ ○ × ○
54 S31j.1 Ｂ４ ２ ○ × ○
55 S31.3.17 新聞 ２ ○ × ○
56 S31.5.19 新聞 ２ ○ × 2あり、1なし 探す
57 S31,7.20 新聞 ２ ○ × ○
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号 発行日 サイズ 枚数1 枚数2 白黒 カラー 郎･新聞状態 同窓会･新聞状態 探す

58 S31.9j Ｂ４ ２ ○ × ○

59 S31.10.22 新聞 ４ ○ × ○

60 S31.12.25 新聞 ２ ○ × ○

61 S32.3.25 新聞 ２ ○ × ○

62 S32.5.24 新聞 ２ ○ × １行分､左端が切れている

63 S32.7.20 新聞 ２ ○ × すみ切れている･合わせがずれている

64 S32.9.10 新聞 ２ ○ × ○左1行切れている

65 S32jl.5 新聞 ４ ○ × 1～2行すみ切れている

66 S33.1.1 Ｂ４ ２ ○ × ○

67 × × 探す

68 × × 探す

69 × × 探す

70 × × 探す

71 × × 探す

72 × × 探す

73 ×　　　　　　　　　　　　＼ × 探す

74 × × 探す

75 × × 探す

76 × × 探す

77 S34jl.7 新聞 ４ × ぼろぼろ｡テープですごい状態 探す

78 × × 探す

79 × × 探す

80 × × 探す

81 × × 探す

82 S35.10.22 新聞 ２ ○ 状態よくない ○

83 S36.1.1 Ｂ４ ２ ○ × ○

84 S36.4.28 新聞 １ ○ × ○

85 S36.7.8 新聞 ２ ○ × ○

86 S36.7.15 × × 探す

87 × × 探す

88 S37.2,10 新聞 ２ ○ × ○

89 × × 探す

90 × × 探す

91 S37.9.29 新聞 ８ ○ ○ ○テープすごい､3～6なし

92 S38.6.25 新聞 ２ ○ ○痛んでいる･コピーした ○

93 S38.7.20 新聞 ２ ○ ○ ○

94 S38.9.30 新聞 ４ ○ テープのあと･コピーした ○

95 S38j2.25 新聞 ２ ○ ○コピー ○

96 S39.5.1 新聞 ４ ○ ○
97 S39.10.3 新聞 ８ ○ 傷んでいる ○痛んでいる添削跡

98 S40.2.2 新聞 ２ ○ 少しテープあり･痛んでいる ○小さい点あり

号外 S40.4.10 Ｂ４ ２ ○ × ○

99 S40.6.3 新聞 ２ ○ × ○

100 S40.9.28 新聞 ６ ○ × ○しみ

101 S40.12.22 新聞 ２ ○ × ○

102 S41.6.18 新聞 ２ ○ × ○

号外 S41.4.4 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

103 S41,9.30 新聞 ６ ○ 傷んでいる(使えない) ○添削あと

104 × × 探す

号外 S42.4.3 Ｂ４ ２ ○ × ○

105 S42.6.20 新聞 ４ ○ × ○
106 S42,10.10 新聞 ４ ○ × ○はんこ跡

107 S42.12.4 Ｂ４ ４ ○ ○ ○
108 S43.4.1 新聞 ４ ○ 少しテープあり ○切り抜かれている

109 S43.7.1 × ×

110 S43.9.30 新聞 ６ ○ ３，４，５，６のみ ○全あり､少しやぷれている

号外 S44.4､7 Ｂ４ ４ ○ ○ ○
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号 発行日 サイズ 枚数1 枚数2 白黒 カラー 部･新聞状態 同窓会･新聞状態 探す
111 × × 探す
112 S44.7j9 新聞 ４ ○ × ○
113 S44.9.30 新聞 ４ ○ × 1、2なし 探す
114 × × 探す
115 S45.4jo 新聞 ４ ○ ○ ○
116 S45.9.30 新聞 ８ ○ ○コピー ○

117 S46.3j Ｂ４ ４ ○ ○ ○

118 S46.7.23 新聞 ２ ○ ○ ○
119 S46.10.23 新聞 ６ ○ × ○
号外 S47.4jo Ｂ４ ２ ○ × ○

120 S47.7.3 新聞 ２ ○ ○ ○
121 S47.9.30 新聞 ６ ○ ○ ○
号外 S48.4.10 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
122 S48.7j7 新聞 ２ ○ ○ ○何か書いてある。

123 S48.10j5 〉新聞 ４ ○ × ○
↑24 S48.12｢L24 ｀Ｂ４ ２ ｀○ ○ ○
号外 ’S49.4.9 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
125 S49.7.12 新聞 ２ ○ ○ ○
126 S49.9.30 新聞’ ４ ○ ○綺麗 ○テープ

127 S49.12.19 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
号外 S50.4.8 Ｂ４ ２ ○ × ○
128 S50.7.15 新聞 ２ ○ ○綺麗 ○しわあり

129 S50.10.13 新聞 ４ ○ ○ ○破れ
130 S50j2.18 Ｂ４ ２ ○ ○ ×

臨時
特集

S51.2.24 Ｂ４ １ ○ ○ ○

号外 S51.4.10 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
131 S51.7.20 新聞 ２ ○ ○ ○
132 S51.9.22 新聞 ４ ○ ○ ○良くない

133 S51.12.3 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

号外 S52.4.9 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

134 S52.7.5 新聞 ２ ○ ○ ×

135 S52.10.14 新聞 ４ ○ ○ ×

136 S52.12.16 新聞 ２ ○ ○ ○
号外 S53.4.8 Ｂ４ ２ ○ ○・ ○

137 S53.7.19 新聞 ２ ○ ○ ×

138 S53.10j8 新聞 ４ ○ ○ ×

139 S53j2j9 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
号外 S54.4.10 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
140 S54.7.19 新聞 ２ ○ ○ ○
141 S54.10.16 新聞 ４ ○ ○ ○
142 S54.12.25 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
号外 S55.4.10 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
143 S55.7.18 新聞 ２ ○ ○ ○
144 S55.11.10 新聞 ６ ○ ○ ○
号外 S56.4.10 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
145 S56.7.10 新聞 ２ ○ ○ ○
146 S56.10.17 新聞 ４ ○ ○ ○

147 S56.12.21 Ｂ４ ２ ○ ○
号外 S57.4.13 Ｂ４ ２ ○ ○
148 × 探す
149 × 探す
号外 S58.4.15 Ｂ４ ４ ○ ○
150 S58.7.20 新聞 ２ ○ ○
151 S58.12.24 新聞 ２ ○ ○
号外 S59.4.14 Ｂ４ ２ ○ ○
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号 発行日 サイズ 枚数1 枚数2 白黒 カラー 部･新聞状態 同窓会･新聞状態 探す

号外 S59,6.19 Ｂ４ ２ ○ ○

152 S59.7.21 新聞 ２ ○ ○

号外 S60.5.13 Ｂ４ ２ ○ ○

153 S60,7.20 新聞 ２ ○ ○

154 S60.12,25 Ｂ４ ２ ○ ○

号外 S61.4.10 Ｂ４ ２ ○ ○

号外 S61.5.19 Ｂ４ ２ ○ ○

155 S61.7.19 Ｂ４ ２ ○ ○

156 S61.12.24 新聞 ２ ○ ○

157 S62.7.18 新聞 ２ ○ ○

158 S62.12,24 新聞 ２ ○ ○

159 × 探す

160 S63.12.24 新聞 ２ ○ ○

号外 HI.4.13 Ｂ４｀ ２ ○ ○

161 HI.7.20 新聞 ２ ○ ○

162 HI.12.25 新聞 ２ ○ ○

号外 H2.4.1'3 Ｂ４ ２ ○ ○

163 H2.10.19 新聞 ２ ○ ○

164 H3.3.1 新聞 ２ ○ ○下切れているところあり

号外 H3.4.9 Ｂ４ ２ ○ ○

165 H3.9.2 新聞 ２ ○ ○

166 H4.2.29 新聞 ２ ○ ○

号外 H4.4.8 Ｂ４ ２ ○ ○

167 H4.8.27 新聞 ２ ○ ○

168 H5.3.1 新聞 ２ ○ ○

169 H5.9.20 新聞 ２ ○ ○

170 H6.3.1 新聞 ２ ○ ○

171 H6,12.25 新聞 ２ ○ ○

172 H7.3j 新聞 ２ ○ ○

173 H8.3.1 Ｂ４ ２ ○ ○

174 H8.6.7 Ｂ４ ２ ○ ○

175 H9.3.1 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

176 H9.6.13 Ｂ４ ２ ○ 数字が書いてある→消す ○

177 H10.3.2 Ｂ４ ２ ○ ○

178 H10.6.13 新聞 ２ ○ すみに閉じ穴が空いている ○

179 H11.3.1 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

180 H11.6j2 Ｂ４ ２ ○ ○数字が書いてあるが､大丈夫 ○

181 H12.3.1 Ｂ４ ２ ○ ○

182 H12.6.10 Ｂ４ ２ ○ 数字が書いてある｡新聞名に穴がある ○

183 H12,10.20 Ｂ４ ４ ○ 新聞名に穴がある ○

184 H13.3j Ｂ４ ２ ○ ○

185 H13.7.21 Ｂ４ ２ ○ ○学校で印刷

186 Ｂ４ ６ × この号と思われるものあり･6ページ

187 H14.3j Ｂ４ ２ ○ ○

188 H14.7.19 Ｂ４ ２ ○ ○
189 H15.3j Ｂ４ ２ ○ ○

190 H16.5.17 Ｂ４ １ ○ ○

191 H16.7.23 Ｂ４ ２ ○ ○

192 H16.12.24 Ｂ４ ２ ○ ○

193 H17j.1 Ｂ４ ２ ○ ○

号外 H17.4.8 Ｂ４ １ ○ ○

号外 H17.5.16 Ｂ４ ２ ○ ○

194 H17.7.22 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

195 H18.3.1 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

196 H18.7.20 Ｂ４ １ ○ ○ ×

号外 H18,10j 6 Ｂ４ １ ○ ○ ×

197 H18.12.21 Ｂ４ ２ ○ ○ ○
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198 H19,3.1 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

号外 H19.5.14 Ｂ４ ２ ○ ○ ×

199 H19.7.24 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

200 H20.3j Ｂ４ ２ ○ ○ ○

号外 H22.5.19 Ｂ４ ２ ○ ○ ○

201 H22.6.24 Ａ４ ４ ○ ○一太郎 ○

202 H22.7.28 Ａ３ ２ ○ ○ ○

203 H22.9.24 Ａ３ ２ ○ ○ ○

204 H22j0.29 Ａ３ ２ ○ ○ ○
205 H22j2.22 Ａ３ ２ ○ ○ ○

206 H23.3j Ｂ４ ２ ○ ○ ○

207 F23.4.29 Ａ３ ２ ○ もとデータなし･スキャナする ○穴

総体
号外

H23.5.18 Ａ３ ２ ○ ○ ×

208 H23.6.23‘ Ａ３ ２ ○ ○

209 H23.8.8 Ａ３ ’２ ○ ○
強行
遠足

H23.9.21 Ｂ４ ２ ○ ○

210 H23.9.30 Ａ３ ２ ○ ○

211 H23.10.31 Ａ３ ２ ○ ○
212 H23.11.30 Ａ３ ２ ○ ○
213 H23.12.22 Ａ３ ２ ○ ○

214 H24.1.31 Ａ３ ２ ○ ○

215 H24.3.1 Ａ３ ２ ○ ○
216 H24.4.7 Ａ３ １ ○ ○

217 H24.5.2 Ａ３ ２ ○ ○

218 H24.6.1 Ａ３ ２ ○ ○
219 H24.7.20 Ａ３ ２ ○ ○
強行
遠足

H24.9.24 Ｂ４ ２ ○ ○

220 H24.9.27 Ａ３ ２ ○ ○

221 H24.10,30 Ａ３ ２ ○ ○
222 H24.12.21 Ａ３ ２ ○ ○
223 H25.1.31 Ａ３ ２ ○ ○
H26ｲﾝ

ﾊｲ号

外

H25j.31 Ａ４ ２ ○ ○

224 H25.3j Ａ３ ２ ○ ○
225 H25.4.8 Ａ３ ２ ○ ○
総体
決起

H25.5.2 Ａ３ ２ ○ ○

H26ｲﾝ

ﾊｲ号

外2

H25.5j5 Ａ４ ２ ○ ○

226 H25,5.17 Ａ３ ２ ○ ○
227 H25.5.24 A3 ２ ○ ○
228 H25,6.20 Ａ３ ２ ○ ○
野球号 H25.7.13 Ｂ４ ２ ○ ○
229 H25.7.23 Ａ３ ２ ○ ○
強行
遠足

H25.9.6 Ｂ４ ２ ○ ○

230 H25.9.27 Ａ３ ２ ○ ○
芸文
祭号

H25.10.29 Ｂ４ ２ ○ ○

231 H25.10,31 Ａ３ ２ ○ ○
232 H25j2.20 Ａ３ ２ ○ ○
233 H26.1.31 Ａ３ ２ ○ ○

234 H26.3.1 Ａ３ ２ ○ カラーデータあり

235 H26.4.11 Ａ３ ２ ○ ○
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H26ｲﾝ

ﾊｲ号

外3

H26,4.23 Ａ４ ２ ○ ○

総体
決起

H26,5,2 Ａ３ ２ ○ ○

236 H26.5.20 Ａ３ ２ ○ ○

237 H26.5.23 Ａ３ ２ ○ ○

野球号 H26.7.9 Ｂ４ ２ ○ ○

238 H26.7.23 A3 ４ ○ ○カラーデータあり

239 H26.9.2 Ａ３ ２ ○ ○カラーデータあり

240 H26.10.22 Ａ３ ４ ○ ○

241 H26.12.25 Ａ３ ２ ○

242 H27.1.30 Ａ３ ２ ○
243 H27.3.1 Ａ３ ２ ○

550
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日
本
の
歩
み
に
対
す
る
生
徒
の
「
ま
な
ざ
し
」
を
映

才
ベ
則
や
教
育
制
度
な
ど
へ
の
賛
否
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
1
6
日
に
甲
府
市
内
で
開
か
れ
る
同
窓
会
で
販
売
す
る
ほ
か
、

⊃
レ
言
に
校
や
公
立
図
書
館
に
寄
贈
す
る
。
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編
集
に
当
た
っ
た
の
は
、
部
長

の
志
村
歌
人
さ
ん
（
３
年
）
を
は

じ
め
、
２
年
の
増
坪
玖
実
さ
ん
、

神
取
茜
音
さ
ん
、
中
山
志
穂
さ
ん

の
４
人
。
新
聞
は
戦
後
、
6
7
年
に

わ
た
り
発
行
さ
れ
て
い
て
、
「
か

つ
て
の
学
校
の
様
子
を
知
る
た
め

の
貴
重
な
資
料
。
こ
れ
以
上
、
劣

化
が
進
む
前
に
し
っ
か
ｎ
と
管
理

し
、
後
世
に
残
る
形
に
し
た
い
」

　
（
志
村
さ
ん
）
と
縮
刷
版
の
制
作

を
決
め
た
。

　
昨
年
７
月
か
ら
、
同
窓
会
と
新

回
茫
保
管
さ
れ
て
い
た
学
校
新

付
の
・
実
態
調
査
を
開
始
。
欠
番
は

萌
。
係
者
に
問
い
合
わ
せ
、
で
き
る

　
　
　
　
　
　
〈
村
上
裕
紀
子
〉

限
り
探
し
出
し
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
は
１
々
ず
つ
ス
キ
ャ
ナ
ー
で

デ
ー
タ
化
。
汚
れ
を
取
り
除
い
た

り
、
欠
損
し
た
文
字
を
復
元
し
た

り
す
る
作
業
を
続
け
、
製
本
、
印

謙
を
受
け
、
頭
髪
に
関

す
る
生
徒
の
実
態
調
査

を
実
施
し
、
関
係
者
の

賛
否
と
’
ぐ
も
に
紹
介
。

第
3
0
号
（
5
1
年
1
0
月
発

行
）
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
の
調

印
直
前
、
生
徒
に
ア
ン

刷
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
志
村
さ
ん
は
「
Ｏ
Ｂ
に
高
校
時

代
を
振
り
返
っ
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
い
。
記
事
が
面
白
い
の
で
、

卒
業
生
で
な
く
て
も
好
き
な
ペ
ー

ジ
を
め
く
り
、
一
高
に
興
味
を
も

っ
て
も
ら
え
る
と
い
い
」
と
話
す
。

　
第
万
一
号
（
5
1
年
５
月
発
行
）
で

ケ
ー
ト
を
行
い
、
３
年
生
の
5
3
％

が
日
本
の
再
軍
備
に
反
対
し
た
と

の
結
果
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
第
１
０
６
号
（
6
7
年
1
0
月
発
行
）

で
は
、
総
合
選
抜
の
導
入
に
つ
い

て
、
甲
府
南
高
と
の
共
同
取
材
を

通
じ
、
制
度
の
課
題
や
将
来
像
を

探
っ
て
い
る
。

　
過
去
の
新
聞
記
事
に
触
れ
、
増

坪
さ
ん
は
「
今
の
新
聞
で
も
、
生

徒
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
い

掛
け
る
よ
う
な
記
事
を
書
い
て
み

る
の
も
い
い
と
思
っ
た
」
と
感
想
。

神
取
さ
ん
は
「
見
出
し
に
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
っ
て
、
思
わ
ず
記
事
に

引
き
込
ま
れ
た
」
、
中
山
さ
ん
は

　
「
記
事
も
投
稿
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、

主
張
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
私

も
も
っ
と
好
奇
心
を
も
っ
て
取
材

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
顧
問
の
井
上
正
子
教
諭
は
「
縮

刷
版
の
発
行
に
向
け
、
先
が
見
え

ず
、
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
思
う
が
、
短
期
間
で
よ
く
虞
し

遂
げ
た
」
と
教
え
子
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。

　
縮
刷
版
は
４
千
円
（
郵
送
代
込

み
）
。
1
6
日
に
甲
府
富
士
屋
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
る
１
３
５
周
年
間
宮

会
で
販
売
す
る
。

「
甲
府
二
局
新
聞
」
の
バ
ッ
ク
ナ

‐ ‐
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